
Meta、Microsoft、Google、
Amazon、Appleの比較分析
リスク別ポートフォリオ案と2025～2027年シナリオ分析



リスク許容度別ポートフォリオ組成案

投資家のリスク許容度に応じて、5社の組み入れ比率を調整することでポートフォリオの安定性とリターンのバランスを図ることができます。各銘柄の
株価変動リスク(ベータ値)や事業の安定性・成長性を考慮した配分例をご紹介します。

低リスク型(安定性重視)

Apple 30%、Microsoft 30%、Alphabet 
20%、Amazon 10%、Meta 10%

値動きの比較的穏やかな大型株を中心に据

え、ポートフォリオ全体のボラティリティを

抑えます。

中リスク型(バランス重視)

Apple 20%、Microsoft 25%、Alphabet 
20%、Amazon 20%、Meta 15%

安定株と成長株をバランスよく組み合わせ、

中程度のリスク・リターンを追求します。

高リスク型(リターン追求)

Apple 10%、Microsoft 15%、Alphabet 
15%、Amazon 30%、Meta 30%

将来リターンの大きい成長株を大胆に組み入

れ、高いリターンを狙います。



各銘柄の特性と分散効果

安定性の高い銘柄

Microsoftは企業向けクラウドやソフトウ
ェア収入が主で景気耐性が比較的高く、

ベータ値は約1.1と市場平均並みです。負

債比率D/Eは0.33と低水準で財務健全性が
優れています。

Appleも5年ベータ値が概ね1.1前後と安定
しており、キャッシュ創出力やブランド

力も高く、財務基盤が強固です。

成長性の高い銘柄

Amazonは小売やクラウド・広告など複
数分野に跨って収益源が分散しています

が、ベータ値は1.37と変動が大きめで

す。

MetaとAlphabetは広告収入への依存度が
高く景気感応度も高めで、ベータ値は

1.28前後となっています。



マクロ経済シナリオ分析の枠組み

今後数年のマクロ経済動向によって、5社の相対的なパフォーマンス優位性は変化し得ます。以下の4つのシナリオごとに、どの銘柄が相対的に有利また
は不利になりやすいか、ポートフォリオの推奨比率をどう調整するかを整理します。

01

金利高止まり+景気停滞

スタグフレーション型シナリオ

02

金利低下+景気回復

理想的なソフトランディング型シナリオ

03

金利高止まり+景気回復

インフレ下の成長シナリオ

04

金利低下+景気後退

利下げバッドシナリオ



シナリオ①：金利高止まり+景気停滞
スタグフレーション型

需要が低迷する一方でインフレ率が高く、中央銀行は金利を高止まりさせざるを得ないシナリオです。企業収益にとっては最も厳しい環境であり、特に

景気敏感なテック株には逆風となります。

相対的に有利

Microsoft: 企業向けソフト・クラウド収入は必需性が高く需要が底堅い。
景気低迷期の2009年でもソフトウェア支出は前年比+0.3%と唯一プラス
成長を維持しました。

Apple: 富裕層顧客基盤とサービス収入に支えられ、ブランド力で一定の
安定性が見込まれます。

相対的に不利

Meta・Alphabet: 景気停滞で企業が広告費を真っ先に削減。2008年の広
告市場は全体で13%縮小、デジタル広告も2%減少しました。

Amazon: 個人消費の停滞で小売売上が伸び悩み、インフレ下ではコスト
増も重荷となります。

35%
Microsoft推奨比率

安定収益・低ボラティリティ

25%
Apple推奨比率

ブランド力・財務安定

10%
Meta推奨比率

広告需要減で抑制



シナリオ②：金利低下+景気回復
理想的なソフトランディング型

インフレが鎮静化しつつ経済成長が持続する理想的なシナリオです。低金利環境への移

行は株式のバリュエーション拡大を促し、特にハイテク大型株にとって追い風となりま

す。同時に景気回復で企業収益も改善するため、5社すべてが恩恵を受けやすい局面で

す。

Meta

景気回復に伴い広告出稿が増加し収益回復。広告市況の改善で大きな収益

押し上げが見込めます。

Amazon

個人消費の回復でEC売上とAWS利用が伸びる。金利低下により将来キャッ
シュフローの現在価値が高まります。

Alphabet

景気追い風で広告・クラウド需要拡大。企業は広告予算を増やし始めま

す。

このシナリオでは攻めの姿勢を強め、META・AMZN・GOOGLをオーバーワイトするこ
とが有効です。推奨配分例：META≈25%、AMZN≈25%、GOOGL≈25%、
MSFT≈15%、AAPL≈10%



シナリオ③：金利高止まり+景気回復
インフレ下の成長シナリオ

インフレが残る中で景気が回復・拡大するシナリオでは、企業収益は成長する一方、金融引き締めが続くため株価バリュエーションには上値抑制圧力が

かかります。高金利環境下では将来利益の現在価値が圧縮されるため、特に長期成長期待で高PERを享受していた銘柄は注意が必要です。

Microsoft

強力な現在利益とキャッシュフローを持

ち、企業向けソフト価格を調整可能。高金

利環境に強い高収益・高マージン企業とし

て評価されます。

Alphabet

広告単価を市場需要に応じ設定可能で、イ

ンフレ下でも利益率を維持しやすい。クラ

ウド事業も成長中です。

Apple

一定の値上げを受け入れられるブランド力

製品を持ち、価格転嫁が可能。自社資金で

十分賄えるため金利上昇の影響も軽微で

す。

注意が必要な銘柄：Amazonは景気回復で売上成長は期待できるものの、小売事業の利益

率が低くインフレでコスト高が続くと収益レバレッジが限定的です。将来成長を織り込ん

だバリュエーションが高めの傾向にあり、高金利で割引率が上昇すると株価の押し下げ

要因となりやすいです。



シナリオ④：金利低下+景気後退
利下げバッドシナリオ

景気後退によって中央銀行が利下げに転じるものの、企業業績は悪化するシナリオです。低金利自体はハイテク株にプラスですが、それ以上に景気悪化

による収益減少のマイナス影響が大きくなります。

防御的な選択：Microsoft

OfficeやAzure等、企業運営に不可欠な支出は急激には削減されにく
く、リセッション下でもIT予算内で優先順位が高い支出が残ります。

2020年のコロナ禍でもクラウド需要は伸びました。サブスクリプショ
ンモデルが多く収益の継続性が高いため急減速しにくいです。

相対的に堅調：Apple

高価格製品や買い替え延期の動きはあるものの、サービス収入やアクセ

サリなど収益源が多角化しており一定の下支えになります。潤沢なキャ

ッシュと低い負債比率で財務基盤が盤石なため、不況期でも倒産リスク

や信用不安とは無縁です。

広告依存のMeta・Alphabetは広告出稿の落ち込みで直接的な収益減となります。リーマン危機時の2008年には広告市場全体が13%縮小しており、景気後
退局面では真っ先に広告費が削減されます。Amazonも消費マインド低下で売上が頭打ちになる懸念があります。

推奨配分例：MSFT≈35%、AAPL≈25%、GOOGL≈15%、AMZN≈15%、META≈10%



シナリオ別推奨ポートフォリオ比較

シナリオ MSFT AAPL GOOGL AMZN META

スタグフレーション

(高インフレ・停滞)
35% ↑ 25% ↑ 20% → 10% ↓ 10% ↓

ソフトランディング

(低インフレ・回復)
15% ↓ 10% ↓ 25% ↑ 25% ↑ 25% ↑

インフレ成長

(高インフレ・回復)

25% ↑ 20% ↑ 25% ↑ 15% ↓ 15% →

利下げ不況

(低インフレ・後退)
35% ↑ 25% ↑ 15% ↓ 15% ↓ 10% ↓

マクロ環境ごとに5社のボラティリティや業績耐性に差が表れるため、シナリオを見極めつつポートフォリオ比率を機動的に調整することが重要です。



まとめ：中長期的な投資価値

5社はいずれも圧倒的な競争力と財務体質を備えており、中長期的にはAIブームを含む構造的成長

トレンドの恩恵を受ける可能性が高い企業群です。

短期的な景気変動による株価ボラティリティはあるものの、分散ポートフォリオの中核として引

き続き位置付ける価値が高いと言えます。

投資戦略のポイント

リスク許容度に応じた適切な配分を選択

マクロ経済シナリオを注視し機動的に調整

各社の事業特性と財務健全性を理解

長期的な構造的成長トレンドを重視


